
紀の里地域版

紀
の
里
の
各
地
域
で
は
、季
節
ご
と
に
地
域
性
を
活
か

し
た
、当
地
な
ら
で
は
の
催
し
物
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

今
月
も
、各
地
か
ら
の
話
題
を
お
伝
え
し
ま
す
。

支店だより
News from branch offices
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紀の里地域本部ファーマーズマーケット
「めっけもん広場」では、桃の主力品種「白
鳳」がピークを迎え、旬の桃を買い求める来
店者で店内は賑わっていました。
多くの人たちに桃を持ち帰ってもらおう

と、購入は１人２箱までとし、今年も整理券を
配って入場制限を設け、混雑防止に配慮する
などの対応を行いました。
今後は上品な食感と甘みが特徴の「清水

白桃」や果肉がしっかりとして歯ごたえのある
「川中島白桃」等へと品種間リレーをしてい
きます。
同ＦＭの吉川功二郎店長は「今年も美味し

く仕上がっている。ぜひ、めっけもん広場で
地元の特産、自慢の桃を味わってもらいた
い」と話しました。

6月13日に愛の光幼稚園の園児17名が、管内の組
合員の田んぼをお借りして田植え体験を行いました。
最初に営農指導員より、どうやってお米ができるか
の説明を行い、園児達は熱心に聞いていました。
その後、実際に田んぼに入った園児達は、「冷たくて
気持ちいい」、「足が抜けない」など、どろんこになりな
がら、田植えを楽しんでいました。
梅雨入り後の晴天の日に、田んぼの中は園児の笑
顔で溢れました。

園児の田植え体験！！粉河
支店

６月２３日、東部流通センターにて「すももの目揃え
会」を開催しました。
那賀管内の生産者や関係者が集まり、出荷に向け

て品質や規格の確認を行いました。
すももは爽やかな酸味と甘みが特徴で、美容や健
康にも効果があるとされ、ビタミンCやポリフェノール
を豊富に含んでいます。
旬を迎えるこの時期、丹精込めて育てられたすもも

を、是非ご家庭で味わってみてください。

すももの「目揃え会」開催那賀
支店

「めっけもん広場」の桃、大盛況
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グリーンカーテン設置打田
支店

岩出支店では、今年も恒例のゴーヤのグリーン
カーテンをはじめました。
グリーンカーテンは、窓から入る直射日光を遮るの
で、室内の温度上昇をおさえてくれ、CO2削減・節電
対策になります。
毎日職員が交代で水やりをかかさずおこない、立
派なカーテンができるように管理していきます。
また、ゴーヤの綺麗な花が咲き、おいしい実が育つ
のを楽しみにしています。
さらに、岩出市の特産品である、ねごろ大唐も植え
ています。ご来店の際は是非ご覧ください。

ゴーヤの
グリーンカーテンの実施

岩出
支店

貴志川町で野菜を栽培している中川幸宣さんの圃
場に、丸栖小学校２年の児童１８人が【野菜探検隊】と
してやってきました。
野菜探検隊は、タブレットと探検バッグ・水筒を持ち、
熱中症対策も万全。「ピーマンとパプリカの違いは何
ですか？」「野菜が病気になったらどうしていますか？」
等、畑で大人顔負けの質問をして、一生懸命メモを
とっていました。質問コーナーの後、実際に畑で収穫
体験を行い、野菜好きになった野菜探検隊は「学校帰
りに中川さんの畑に寄るねー！」「また遊びに行くね」
と喜んでいました。

丸栖小学校野菜探検隊貴志川
支店

6月19日、あらかわの桃振興協議会にて、新しく品
種登録された「あらかわ早生」の試食会が開催されま
した。この品種は、早生品種の起爆剤として期待され、
当日は、農家の方やその他多数の関係者の参加があ
り、既存の早生品種との食べ比べを行いました。
試食後、「美味しかった」「色が赤くて綺麗」との好評

な意見も出ましたが、栽培した場合どのような見通し
になるかなど活発な意見交換が行われました。
今後も、「あらかわの桃」から目が離せません。

桃山
支店 桃の新品種、お披露目！！

打田支店では４月末に定植したゴーヤに、ネットを
設置しました。定植から２ヶ月経過し、すくすく成長し
ています。
成長するとグリーンカーテンとなり日射のエネル
ギーが80％カットされ室内の温度
の上昇を防ぐ効果があると言われ
節電効果が期待できます。
今後の成長が楽しみです。
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JAわかやまホームページ▶組合員様専用ページ
右図と同じユーザー名とパスワードを入力して
ログインしてください。

【組合員様専用ページを見るには】
インターネットで以下のアドレスを入力
https://members.ja-kinosato.or.jp/

または

aguri

kinosato11

最新の農作業情報は
ホームページからもご覧になれます
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水
　
稲

中
干
し
以
降
の
水
管
理
は
、
長
期
間
の
溜
水

は
避
け
、
な
お
か
つ
水
不
足
と
な
ら
な
い
よ
う

な「
飽
水
管
理
」（
足
跡
に
水
が
残
る
程
度
の
浅

水
に
な
る
の
を
待
っ
て
か
ら
入
水
す
る
）
に
努

め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
早
期
の
落
水
は
胴
割
れ

の
発
生
が
多
く
な
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

「
水
稲
栽
培
暦
例
」よ
り
各
品
種
の
刈
り
取

り
適
期（
成
熟
期
）を
確
認
し
、
落
水
、
稲
刈
り

を
計
画
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

収
穫
後
の
乾
燥
・
調
整
作
業
も
玄
米
品
質

に
大
き
く
影
響
す
る
た
め
、
設
備
は
事
前
に

点
検
し
、
適
切
な
乾
燥
、
籾
す
り
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
カ
メ
ム
シ
の
発
生
に
も
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
周
辺
の
イ
ネ
科
雑
草
か
ら
侵
入
し

ま
す
。
出
穂
期
の
圃
場
周
辺
の
除
草
を
励
行

し
な
い
と
、
薬
剤
防
除
だ
け
で
は
対
策
不
足

と
な
り
ま
す
。

防
除
薬
剤
に
つ
い
て
は
表
１
を
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

野
　
菜

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

青
ネ
ギ

高
温
期
の
育
苗
は
、
か
ん
水
と
地
温
を
下
げ

る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
発
芽
ま
で

は
寒
冷
紗
を
か
け
地
温
を
下
げ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
乾
燥
を
防
ぐ
の
に
コ
モ
の
べ
た
掛
け
も
有

効
で
す
。

発
芽
後
も
寒
冷
紗
の
ト
ン
ネ
ル
育
苗
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

か
ん
水
は
、
播
種
か
ら
発
芽
後（
種
の
殻
が

落
ち
る
）ま
で
は
、
こ
ま
め
に
実
施
し
て
く
だ

さ
い
。

夏
場
の
高
温
多
雨
の
年
に
、
軟
腐
病
の
発
生

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
風
雨
に
よ
る
付
傷
部
や

食
害
痕
等
か
ら
病
原
菌
が
進
入
す
る
為
、
天
候

を
見
な
が
ら
ス
タ
ー
ナ
水
和
剤
2000
倍（
７
日
前

／
３
回
）等
で
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
ネ
ギ
ア
ザ
ミ
ウ

マ
等
の
発
生
が
多
く
見
ら
れ
る
為
、
ハ
チ
ハ
チ

乳
剤
1000
倍（
７
日
前
／
２
回
）な
ど
で
定
期
的
に

防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

キ
ャ
ベ
ツ

育
苗
期
間
は
、
セ
ル
苗
で
20
～
25
日
間（
本

葉
３
枚
）、
地
床
育
苗
で
は
バ
ラ
播
き
と
し
、

10
～
15
日
後（
本
葉
1.5
～
２
枚
）に
10
×
15
㎝
に

仮
植
え
し
て
、
10
月
上
旬
ま
で
に
定
植
し
て
く

だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

白
菜11

月
収
穫
の
白
菜
の
播
種
は
、
８
／
20
～
30

日
頃
、
１
～
２
月
収
穫
の
白
菜
の
播
種
は
、
９

／
１
～
５
日
頃
で
す
。
育
苗
期
間
は
、
セ
ル
苗

で
20
～
25
日
間（
本
葉
３
枚
）で
、
定
植
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

12
～
１
月
収
穫
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
播
種

は
、
８
／
５
～
20
日
頃
で
す
。
育
苗
期
間
は
地

床
育
苗
で
30
日
間（
本
葉
５
～
６
枚
）、
プ
ラ

グ
育
苗
で
は
25
日
間（
本
葉
３
枚
）で
す
。

夏
播
き
で
は
高
温
期
で
あ
る
た
め
、
寒
冷
紗

に
よ
り
地
温
を
下
げ
、
こ
ま
め
な
か
ん
水
が
必

要
で
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜

（
キ
ャ
ベ
ツ
、白
菜
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
等
）の
ネ
コ
ブ
病
対
策

ネ
コ
ブ
病
が
懸
念
さ
れ
る
圃
場
で
は
、
定
植

10
日
前
ま
で
に
石
灰
窒
素
を
約
100
㎏
／
10
ａ
す

き
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
定
植
前
に
ネ
ビ
ジ
ン
粉
剤（
又
は
ネ

ビ
リ
ュ
ウ
）を
20
～
30
㎏
／
10
ａ
施
用（
土
壌
混

和
）し
て
く
だ
さ
い
。

セ
ル
育
苗
で
は
、
ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
500

倍
の
２
ℓ
／
育
苗
ト
レ
イ
の
か
ん
注（
定
植
前

日
～
当
日
）を
併
用
す
る
と
よ
り
高
い
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

夏
秋
野
菜
類
の
キ
ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
対
策

表
２
を
参
考
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

い
ち
ご
育
苗
時
期
の
管
理
に
つ
い
て

●
か
ん
水
に
つ
い
て

か
ん
水
は
午
前
11
時
頃
と
午
後
3
時
頃
の
2

回
を
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。
夕
方
の
多
か
ん

水
は
酸
欠
状
態
と
な
り
病
気
の
発
生
を
助
長
す

る
た
め
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

●
追
肥
に
つ
い
て

育
苗
期
の
後
半（
普
通
ポ
ッ
ト
栽
培
で
は
８

月
中
旬
。
定
植
予
定
期
の
約
１
ヶ
月
前
）に
窒

素
切
り
を
始
め
ま
す
が
、
近
年
の
品
種
は
窒
素

を
切
り
す
ぎ
る
と
芽
無
し（
２
番
果
の
花
芽
が

形
成
さ
れ
な
い
）の
発
生
が
多
く
見
ら
れ
る
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
葉
か
き
に
つ
い
て

表1. 水稲の防除例
出穂直前の防除

病害虫名 薬剤名 倍　数 使用時期 / 使用回数
ウンカ類，ツマグロヨコバイ，コブノメイガ トレボン乳剤 1000 倍 14 日前 /3 回
紋枯病 モンカットフロアブル 1000 倍 14 日前 /4 回
いもち病，穂枯れ（ごま葉枯病菌） ダブルカットフロアブル 1000 倍 穂揃期迄 /2 回

出穂後7～10日後の防除
病害虫名 薬剤名 倍　数 使用時期 / 使用回数

カメムシ類，ウンカ類、ツマグロヨコバイ スタークル顆粒水溶剤 2000 倍 7 日前 /3 回
いもち病，紋枯病，もみ枯細菌病，内穎褐変病 ブラシンバリダフロアブル 1000 倍 14 日前 /2 回

防除後以降での発生時
薬剤名 倍　数 使用時期 / 使用回数

紋枯病発生園地 バリダシン液剤 5 1000 倍 14 日前 /5 回
いもち病発生園地 ブラシンフロアブル 1000 倍 7 日前 /2 回
カメムシ類，ウンカ類 スタークル顆粒水溶剤 2000 倍 7 日前 /3 回

＊いずれの散布も、展着剤（ネオエステリン5000倍など）を加用してください。

表 2. 夏秋野菜類のキスジノミハムシの対策

薬剤名 野菜名 10a当たり

フォース粒剤
だいこん 4～9㎏
かぶ 4㎏
非結球あぶらな科葉菜類 4㎏

ダイアジノン粒剤5

だいこん、はなっこりー 4～6㎏
かぶ 6㎏
なばな類（はなっこリー、
なばなを除く） 6㎏

非結球あぶらな科葉菜類
（ケール、こまつな、みずな、

ひろしまなを除く）
6㎏

上記の薬剤などを土壌混和し、播種しましょう。
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落
葉
果
樹

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

桃

葉
か
き（
３
～
４
枚
の
状
態
を
維
持
）は
８
月

中
旬
ま
で
の
晴
天
日
に
行
い
、
定
植
後
は
５
～

６
枚
を
維
持
す
る
程
度
の
葉
か
き
を
行
い
、
生

長
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

●
害
虫
対
策

ダ
ニ
類
は
常
時
発
生
し
ま
す
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

表
３
を
参
考
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
炭
そ
病
や
疫

病
は
ク
ラ
ウ
ン
の
地
際

か
ら
発
生
す
る
こ
と
が

多
い
の
で
地
際
に
か
か

る
よ
う
丁
寧
に
薬
剤
を

散
布
し
ま
し
ょ
う
。

●
新
芽
の
変
形

・
発
生
要
因

①
過
湿
に
よ
る
疫
病

②
微
量
要
素
欠
乏

（
微
量
要
素
含
有
の

液
肥
で
対
策
）

③
ホ
コ
リ
ダ
ニ

（
前
述
ダ
ニ
剤
な

ど
、
ホ
コ
リ
ダ
ニ
に

効
果
が
あ
る
薬
剤
の

散
布
）

柑
　
橘

管
理
作
業
は
先
月
に
引
き
続
き
摘
果
が
中

心
で
す
。
暑
い
時
期
の
作
業
と
な
り
ま
す
の

で
、
日
中
の
気
温
の
高
い
時
間
帯
は
避
け
、

十
分
に
水
分
補
給
を
行
っ
て
熱
中
症
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

温
州
み
か
ん

●
仕
上
げ
摘
果

仕
上
げ
摘
果
の
目
標
は
、
Ｍ
・
Ｌ
の
階
級
が

中
心
と
な
る
よ
う
に
行
い
ま
す
。
仕
上
げ
摘
果

の
時
期
は
果
皮
が
滑
ら
か
に
な
っ
て
く
る
８
月

中
旬
以
降
で
、
葉
果
比
が
20
～
25（
果
実
１
果
あ

た
り
葉
20
～
25
枚
）に
な
る
よ
う
に
調
整
し
ま

す
。
摘
果
時
の
Ｍ
・
Ｌ
階
級
の
目
安（
表
１
）を

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
摘
果
す
る
果
実
は
、

腰
高
果
、
傷
果
、
病
害
虫
被
害
果
、
色
の
薄
い

果
実
な
ど
外
観
や
品
質
の
劣
る
も
の
で
す
。

着
果
量
が
多
い
樹
で
、
ま
だ
粗
摘
果
が
済
ん

で
い
な
い
樹
は
肥
大
が
遅
れ
て
い
る
の
で
、
早

急
に
ス
ソ
成
り
や
内
成
り
果
を
摘
果
し
て
樹
勢

低
下
を
防
い
で
く
だ
さ
い
。
着
果
量
の
少
な
い

樹
で
は
摘
果
は
行
な
わ
ず
、
最
終
の
樹
上
選
果

を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

中
晩
柑
類

●
仕
上
げ
摘
果

中
晩
柑
は
大
玉
生
産
が
基
本
で
す
。
そ
の
た

め
８
月
に
仕
上
げ
摘
果
を
終
わ
る
よ
う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
仕
上
げ
摘
果
で
は
、
小
玉
果
、

傷
果
、
奇
形
果
、
病
害
虫
被
害
果
な
ど
、
商
品

性
の
低
い
果
実
を
間
引
い
て
く
だ
さ
い
。

●
か
ん
水

温
州
み
か
ん
の
品
質
向
上
に
は
土
壌
を
乾
燥

さ
せ
て
樹
体
に
ス
ト
レ
ス
を
か
け
る
こ
と
が
必

要
で
す
が
、
中
晩
柑
で
は
果
実
肥
大
が
進
む
こ

の
時
期
の
乾
燥
は
、
肥
大
の
抑
制
や
樹
勢
の
低

下
に
繋
が
り
ま
す
。
特
に
不
知
火
や
は
る
み
で

は
酸
高
果
の
発
生
要
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
１

週
間
以
上
晴
天
が
続
く
場
合
は
20
ミ
リ
程
度
の

か
ん
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
獣
害
対
策

近
年
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
事
前
に
防
護
柵
や
電
気
柵

の
設
置
を
行
な
う
と
と
も
に
、
設
置
後
の
維
持

管
理
と
し
て
破
損
箇
所
の
修
復
や
電
圧
点
検
、

草
管
理
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

●
礼
肥

収
穫
後
か
ら
落
葉
ま
で
は
、
着
果
に
よ
る
消

耗
を
回
復
さ
せ
来
年
の
た
め
の
貯
蔵
養
分
を
蓄

え
る
時
期
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
９
月
上

旬
に
千
代
田
化
成
549
ま
た
は
、
未
来
508
を
10
ａ

あ
た
り
20
㎏
を
基
準
に
施
用
し
ま
し
ょ
う
。
施

肥
量
は
樹
勢
に
応
じ
て
加
減
し
て
く
だ
さ
い
。

●
夏
秋
季
剪
定

こ
れ
か
ら
落
葉
ま
で
の
期
間
は
、
貯
蔵
養
分
の

蓄
積
時
期
と
な
り
、
翌
年
の
初
期
生
育
の
決
め

手
と
な
る
時
期
で
す
。
そ
の
た
め
高
品
質
な
桃
を

生
産
す
る
に
は
、
樹
冠
内
部
ま
で
よ
く
光
が
当
た

る
よ
う
に
す
る
事
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

密
植
園
で
は
ま
ず
間
伐
や
縮
伐
か
ら
始

め
、
そ
の
後
夏
季
剪
定
を
実
施
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
夏
季
剪
定
は
、
樹
勢
が
強
く

過
繁
茂
に
な
っ
て
い
る
樹
で
行
い
ま
す
。
懐
の

結
果
枝
の
日
照
不
足
を
改
善
し
、
翌
年
の
結

果
枝
の
充
実
を
図
り
ま
し
ょ
う
。 

ま
た
、
今

月
は
礼
肥
と
土
づ
く
り
の
時
期
と
な
っ
て
い

ま
す
。
表
２
を
参
考
に
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

柿●
適
期
収
穫

９
月
か
ら
、
早
生
品
種
の
収
穫
が
始
ま
り
ま

す
。
収
穫
基
準
を
遵
守
し
、
果
面
に
傷
を
付
け

な
い
よ
う
に
果
梗
は
短
く
切
り
ま
し
ょ
う
。
雨

天
時
に
収
穫
し
た
場
合
、
果
実
を
ふ
き
取
ら
ず

に
扇
風
機
な
ど
を
利
用
し
乾
か
し
て
か
ら
出
荷

し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
着
色
向
上
の
た
め
に
シ
ル
バ
ー
マ
ル
チ

敷
設
と
摘
葉
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
摘
葉
は
収
穫

予
定
の
２
週
間
前
を
目
安
に
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

●
軟
果
抑
制
対
策

気
温
が
高
い
時
期
は
流
通
時
の
果
実
軟
化
が

問
題
に
な
り
ま
す
。
高
温
時
の
収
穫
は
出
来
る

だ
け
避
け
、
収
穫
し
た
柿
は
日
陰
に
置
き
、
シ

ル
バ
ー
シ
ー
ト
で
日
よ
け
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
新
聞
紙
と
有
孔
ポ
リ
袋
を
用
い
、
軟

化
抑
制
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

表 3. いちごの防除例

病害虫名 薬剤名 倍　数 使用時期/使用回数

ダニ類
アグリメック 500～1000倍 育苗期/2回
ダニオーテフロアブル 2000倍 前日/2回
コテツフロアブル 2000倍 前日/2回

＊上記の薬剤などをローテーション散布してください。

表1. 摘果時の果実横径の目安　　　果実横径（mm）
8月20日 9月1日 9月10日

温　州
みかん

極早生 44～54 48～58 53～64
早　生 41～51 46～55 50～59
普　通 39～48 43～52 47～57

中晩柑類
八　朔 62～ 67～ 72～
清　見 52～ 57～ 62～
不知火 57～ 60～ 63～

・温州みかんはM・L級の目安
・中晩柑はL以上の目安

表 2. 防除例

品　目 防除時期 対象病害虫 薬剤名 倍　数 安全使用基準
（日数／回数）

みかん
中晩柑類

8月下旬

コナカイガラムシ類
アザミウマ類
ミカンハダニ
ミカンサビダニ
黒点病

ダントツ水溶剤 3000倍 前日／3回
ダニゲッターフロアブル 2000倍 前日／1回
ジマンダイセン水和剤
または、
ペンコゼブ水和剤

600倍 みかん30日／4回
中晩柑90日／4回

9月以降
(降雨が

多い場合)

カメムシ類
チャノキイロ
アザミウマ
黒点病

スタークル顆粒水溶剤 2000倍 前日／3回

ナティーボフロアブル 1500倍 前日／3回

※9月下旬までに収穫する温州みかんは、ジマンダイセン水和剤(ペンコゼブ
水和剤)に替えて、ナティーボフロアブル 1500倍(前日／3回)を散布する。

※収穫時期の早い中晩柑類は収穫前日数に注意する。
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

●
か
ん
水

今
月
は
果
実
の
充
実
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
は
乾
燥
に
弱
い
た
め
、
乾
燥

状
態
が
続
く
と
樹
勢
が
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す

の
で
、
定
期
的
に
か
ん
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

梅●
夏
季
剪
定

樹
勢
の
強
い
樹
で
は
枝
が
繁
り
、
樹
幹
内
部

ま
で
光
が
入
ら
な
い
の
で
ふ
と
こ
ろ
枝
が
枯
れ

こ
ん
で
き
ま
す
。
ま
た
、
枝
も
徒
長
的
に
伸

び
、
花
芽
の
着
き
も
悪
く
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
樹
勢
の
調
整
と
結
果
枝
の
充
実
の
た
め
に

夏
季
剪
定
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
樹
勢

の
弱
い
樹
で
は
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

い
ち
じ
く

●
収
穫

今
月
も
引
き
続
き
収
穫
作
業
が
中
心
に
な
り

ま
す
が
、
夜
温
が
高
く
湿
度
の
高
い
時
は
熟
度
が

進
む
た
め
、
収
穫
遅
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

適
熟
果
の
目
安
は
、
果
実
の
重
み
で
下
垂
し
、

耳
た
ぶ
く
ら
い
の
硬
さ
の
果
実
で
す
。
ま
た
、
い

ち
じ
く
の
白
い
樹
液
が
皮
膚
に
付
く
と
や
け
ど

状
態
に
な
り
ま
す
の
で
、
長
袖
と
薄
手
の
ビ
ニ
ー

ル
手
袋
等
を
使
用
し
て
収
穫
し
て
く
だ
さ
い
。

●
か
ん
水

適
度
な
土
壌
水
分
を
保
つ
た
め
、
晴
天
が
続

く
場
合
は
、
毎
日
午
前
中
に
少
量
ず
つ
か
ん
水

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。花

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

し
ゃ
く
や
く

８
月
中
旬
よ
り
花
芽
分
化
が
始
ま
り
ま
す
。

花
芽
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
１
回
目
の
秋
肥
と

し
て
、
紀
の
里
5
号
ペ
レ
ッ
ト
を
10
ａ
あ
た
り

80
㎏
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
乾
燥
時
に

か
ん
水
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

表
１
を
参
考
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

葉
ボ
タ
ン

定
植
後
の
管
理
と
し
て
、
草
丈
を
伸
ば
す

為
、
適
宜
か
ん
水
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
病
害
虫
の
発
生
に
は
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
９
月
に
な
り
降
雨
が
多
い
場
合
、

黒
腐
病
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

病
害
虫
の
対
策
と
し
て
表
２
を
参
考
に
し
て

防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ス
ト
ッ
ク

土
壌
消
毒
も
終
わ
り
播
種
時
期
と
な
り
ま
し

た
。
早
期

出
荷
を
目

的
と
し
て

播
種
す
る

場
合
は
、

８
月
中
旬

を
目
安
と

し
、
９
月

中
旬
ま
で

平
準
出
荷

で
き
る
よ

う
計
画
を

立
て
て
播

種
し
て
く

だ
さ
い
。

高
温
時
の

育
苗
と
な

る
の
で
、

事
前
に
ハ

ウ
ス
の
外

側
に
寒
冷

紗
を
被
覆
し
、
畝
の
芯
ま
で
湿
る
よ
う
た
っ
ぷ

り
か
ん
水
し
、
地
温
を
下
げ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
播
種
後
は
こ
ま
め
な
か
ん
水
で
発
芽
が
揃

う
ま
で
、
基
本
的
に
乾
か
さ
な
い
よ
う
に
し
、

夕
方
の
過
湿
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

播
種
後
２
週
間
を
目
安
に
八
重
鑑
別
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
定
植
後
は
適
宜
か
ん
水
を
行
い
、

寒
冷
紗
等
で
日
除
け
し
ま
す
。
寒
冷
紗
等
は

徐
々
に
取
り
除
き
、
定
植
１
週
間
後
に
は
寒
冷

紗
等
を
除
去
で
き
る
状
態
に
し
ま
し
ょ
う
。
寒

冷
紗
等
の
除
去
は
夕
方
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
ハ
イ
マ
ダ
ラ
ノ
メ
イ
ガ（
シ
ン
ク
イ
ム
シ
）防
除

表
３
を
参
考
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

表2. 品目別施肥例
品　目 使用時期 施用量（10aあたり）

桃

9月上旬（礼肥） 千代田化成549　または　未来508……20kg

9月～10月
(土作り）

完熟堆肥1～2t  または アヅミン……… 80kg
セルカ または 苦土セルカ2号…………120kg
(土壌分析の結果により苦土が少ない園では、
スーパーマグ……………………………60kg)

いちじく 9月上旬（追肥） 硫酸加里……………………………………10kg
梅・スモモ 9月（土作り） 完熟堆肥……2t　または　アヅミン……80kg

ぶどう 9月中下旬
(土作り)

完熟堆肥……2t　または　アヅミン……80kg
セルカ または 苦土セルカ2号…………120kg
(土壌分析の結果により苦土が少ない園では、
スーパーマグ……………………………60kg)

表 1. しゃくやくの防除例

病害虫名 薬剤名 倍　数

コウモリガ フェニックスフロアブル 2000倍

斑葉病 ジマンダイセン水和剤 600倍

うどんこ病
パレード20フロアブル 2000倍

シグナムWDG 1500倍

表 2. 葉ボタンの防除例

病害虫名 薬剤名 倍　数

ヨトウムシ類，
ハイマダラノメイガ

ブロフレアSC 2000～
3000倍

ディアナＳＣ 2500倍

グレーシア乳剤 2000倍

根くち病
パレード20フロアブル 2000倍

アフェットフロアブル 2000倍

立枯病（リゾクトニア菌） オーソサイド水和剤80 600倍

立枯病（ピシウム菌） ランマンフロアブル 2000倍

黒腐病
バリダシン液剤５ 800倍

ジマンダイセン水和剤 600倍

表 3. ストックの防除例

病害虫名 薬剤名 倍　数

ハイマダラノメイガ

ブロフレアSC 2000～
3000倍

ディアナＳＣ 2500倍

グレーシア乳剤 2000倍

表1. 品目別防除例

品　目 時　期 対象病害虫 薬剤名 倍　数 収穫前使用
日数／回数

桃 ９月以降
カイガラムシ類
(秋期の発生は枝の
枯死に繋がるので
発生に注意する)

モベントフロアブル 2000倍 7日／3回

柿
8月下旬

～
9月上旬

アザミウマ類、
カメムシ類
落葉病・炭疽病
うどんこ病

アグロスリン水和剤 1500倍 前日／3回

ベンレート水和剤 2000倍 前日／6回

いちじく

８月下旬
（展着剤）
カイガラムシ類
さび病

スカッシュ 2000倍 －  ／  －
モスピラン顆粒水溶剤 2000倍 前日／3回
ラリー水和剤 2000倍 前日／4回

9月以降
発生時

9月以降の
展着剤は
スカッシュ
2000倍を
加用する

疫病（風雨前）

ライメイフロアブル 3000倍 前日／3回
ランマンフロアブル 2000倍 前日／3回
レーバスフロアブル 2000倍 前日／3回
アミスター10フロアブル 1000倍 前日／3回

さび病
ラリー水和剤 2000倍 前日／4回
フルーツセイバー 1500倍 前日／3回
アミスター10フロアブル 1000倍 前日／3回

※アミスター10フロアブルは単用散布で、展着剤はネオエステリン5000倍を使用する
黒かび病 ダコニール1000 2000倍 前日／2回

ハダニ類 ダニコングフロアブル 2000倍 前日／1回
マイトコーネフロアブル 1000倍 前日／1回

イチジクヒトリモドキ アディオン乳剤 3000倍 前日／2回
カイガラムシ類 モスピラン顆粒水溶剤 2000倍 前日／3回
ショウジョウバエ類 アーデント水和剤 1000倍 前日／2回

スモモ 9月上旬
カイガラムシ類 コルト顆粒水和剤 2000倍 前日／3回

コスカシバ トラサイドＡ乳剤 200倍
樹幹及び主枝に
散布（収穫後～

発芽前2回以内）

キウイ
フルーツ

8月下旬
～

９月上旬
果実軟腐病
カメムシ類

トップジンM水和剤 1000倍 前日／5回

スタークル顆粒水溶剤 2000倍 前日／3回
ぶどう

大粒ハウス
大粒露地

収穫後
ブドウトラカミキリ
コガネムシ類成虫
べと病・さび病

スミチオン水和剤40 1000倍 大粒種21日／２回
ムッシュボルドーDF 500倍 小粒種90日／２回
クレフノン 100倍 －  ／  －
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営
農

購
買

令和7年産
柑橘類と柿の生産量調査が
7月から始まりました。
生産量調査は、過去から積み上げてきた

60園地において着果数と肥大の計測を行
い、その結果から本年の生育状況や有利販
売につながる情報を提供しています。今年は
6月27日に史上最速で梅雨明けといった条
件下で、柑橘類では2次落果が多く見られま
した。8～9月の仕上げ摘果では、小玉果・キ
ズ果などの見直しを講習会や園地巡回を通
じて啓発します。柿の着果状況は、平年並み
で２番果や奇形果が多く見られました。収穫
まで高品質生産に向けて引き続き仕上げ摘
果を推進していきます。

コンバインの準備を忘れずに！
今年もコンバインの使用時期が近づいて

きました。
故障や事故を事前に防止するためにも、
引起し爪の摩耗・破損やクローラの緩みや
摩耗・ひび割れの確認・メンテナンスを行い
ましょう。その他、エンジン始動前にコンバ
インの油類の確認と、ベルトの劣化・緩みの
確認をしましょう。乾燥機、籾摺り機も使用
前には点検と試運転を必ず行いましょう。

紀の里地域本部　税務＆年金無料相談会のご案内！！
税務・年金などについてご不明な事はございませんか？
税理士・社会保険労務士・司法書士を招き、お一人おひとりの

ご相談に丁寧にお応えします。税務・年金に関する相談などお気
軽にご相談ください。

大阪中央卸売市場で桃トップセールスを実施
JAわかやま紀の里地域本部は７月１日（火）主要出荷先である

大果大阪青果（大阪市中央卸売市場本場）で、桃のトップセール
スを開催しました。
紀の川市岸本市長をはじめ、同地域本部の中山地域本部長、

JAわかやま紀の里地域本部桃部会の青柳部会長、宮村副部会
長、西本副部会長らと関係者が参加し、出荷が最盛期を迎える主
力品種の白鳳のPRを行いました。桃販売セレモニーでは、産地
紹介のPR動画を流し、産地代表として紀の川市の岸本市長が今
年も美味しい桃が出来ました、ぜひご賞味くださいと挨拶。来場
した市場関係者には、袋入りの白鳳を手渡し大盛況でした。

金
融

販
売

令和７年９月28日（日）・令和７年10月26日（日）

令和７年11月23日（日）

ＪＡわかやま　岩出支店

12：00 ～ 15：00

※ご相談はお一人様３０分以内とさせていただきます。
※ご予約優先とさせていただきます。
※ご予約・お問い合わせは各支店窓口・渉外担当者までお問い合わせください。

税 務

場 所

年 金

時 間
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